
創作童話コンクール

令和７年度 図書館100年プロジェクト取り組み紹介

　図書館のこれまでの100年を振り返り、そしてこれからの100年を見据え、
「図書館100年プロジェクト」と題した事業を令和7年度から実施しています。
市民や利用者の皆さんとともに、創立100周年に向けた気運を高めてまいります。
　以下に具体的な事業をご紹介します。これらの取り組みを通じて、図書館の原点
である「知の蓄積と共有」「学びと交流の場」としての役割をあらためて見つめ直
し、皆さんとともに、これからの時代にふさわしい図書館の姿を描いていきます。
　事業の一部は、2025年公益財団法人 岡田文化財団公募助成金を活用しています。

子どもたちの感性を豊かに

創作童話募集事業の歴史
　昭和61年から「亀山絵本と童話の会」と協力して、
35年の長きにわたり電話で創作童話を聞くことができる
「テレホン童話」の実施や創作童話「ちいさなお話」の
募集を行ってきました。
　令和5年の新図書館開館以降は、図書館で引き継
ぎ、リニューアルを行い、「創作童話コンクール」
を開催しています。
　審査員には、市内在住の絵本作家コマヤスカンさ
ん他、地域で児童文学に携わられている方の協力を
得て、丁寧な審査講評を行い、創作意欲を高め、そ
のすそ野を広げていきたいと思っています。
　募集テーマは、亀山市の文化や歴史にまつわるも
のに設定して地域への愛着を深めています。

令和7年度創作童話表彰式を開催します
「灯（あかり）にまつわるおはなし」

　応募総数　86作品の中から入選作品
に選ばれた６作品の表彰式と作品の読
み語りを行います。どなたでも自由に
観覧できます。
　
　と　き　令和8年1月24日（土）
　　　　　13:30～15:00
　ところ　２階おはなしのひろば
　審査員　絵本作家コマヤスカン
                    他４名
　◆第１部　表彰状の授与、審査講評
　◆第２部　入選作品の読み語り
　　

　亀山市の図書館は、江戸時代に設けられた明倫館文庫の資料を受け継ぎ、昭和3年3月に亀山尋常小学校内
へ開設された「亀山町図書館」をその始まりとしています。以来、地域の知と文化を支える拠点として歩み
を続けてきました。そして令和10年3月、当館は創立100周年という大きな節目を迎えます。
　豊かな住民生活の実現、とりわけ子どもたちの想像力やを創造性を育み、地域への愛着を育てる場とし
て、基本理念「学びの場からつながる場へ」を掲げています。読書活動を中心に、人々の交流を促し、地域
文化を発信する図書館づくりに取り組んでいます。

始動！ 亀山市図書館100年プロジェクト
～本が育む人間力あふれた100年後の子どもたちのために～

亀山市立図書館
NEWS LETTER

第17号
2026年1月発行としょかんたより

図書館100年プロジェクトを段階的に実施します

　児童向けの文学作品の公募を通して、柔軟な発想力による市民文化力を高め、子どもたちの読書活動を
推進するために、幼児や小学生向けの創作童話の募集を行っています。



①講演会「読むことは創ること」子どもの本専門店「メリーゴーランド」店主 増田 喜昭さん 令和7年10月12日開催

　亀山市在住の絵本作家コマヤスカンさんの絵本原画展を図書館で開催します。　
　コマヤスカンさんは、「新幹線の旅」シリーズや「決戦！どうぶつ関ヶ原」「タイ
ムトラベル大冒険 空からながめる 世界の七ふしぎ」など、細かなタッチでまちや建
物を空から眺めたように描いた作品が有名です。当館2階のおはなしのひろばに設置
の大きなカーテンのイラストは、コマヤスカンさんの制作によるものです。
　最新刊は、本棚を舞台にした、小さな女の子「メメちゃん」のひみつの大冒険を描
いた「ほんのむしのメメちゃん」（令和7年10月発売）です。
　たくさんの作品の中から今回は、「旅」に関する原画を展示します。

　

　 とき　 1月31日(土)～2月23日(月･祝)
　　　　　※休館日(期間中の火曜日)のを除く
　ところ　文化情報プラザ(1階)

　講演会とギャラリートーク
　  とき      2月15日（日）14:00～15:30
　ところ　多目的室、文化情報プラザ(1階)
　   定員 　40人（先着順）
　※小学生低学年以下は保護者同伴

　令和7年10月に長年子どもの本に携わってこられた子どもの本専門店「メリーゴーランド」店主 増田喜昭
さんをお迎えし、絵本や児童文学の魅力、子どもに本を手渡す大人の役割について語っていただきました。

②コマヤスカン絵本原画展とトークイベント「絵本で世界を旅する」

　作家等を講師に招き、創作活動に関するおはなしを聞き、絵本や本の魅力を知ってもらい、本に触れる機会
を拡大するために講演会を開催しています。
　市内在住の絵本作家コマヤスカンさんは、亀山市の子どもたちと図書館の未来を創り、共に地域を盛り上げる
パートナーとしてご協力いただいています。講演会やワークショップの開催を通じて、絵本を楽しみ、図書館好
きの子どもたちが増え、さらには、未来の作家の芽が育つことを楽しみにしています。

コマヤスカンの作品は
図書館ホームページの
蔵書検索（テーマ別）
をご覧ください

絵本原画展

トークイベント

作家等の講演会

「フライングメジャー号 世界一周 空の旅」より

　「若者の読書離れが叫ばれているが、子ども達は、
いい本に出会っていないないだけで、いい本に出会っ
た子は、夢中になって読む。」「想像・創造すること
は大切で、ぜひ、日々の生活の中に取り入れて。心や
暮らしが豊かになる」という言葉に会場の参加者は、
改めて絵本や児童文学の持つ力を再認識しました。
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読書の良さを知る・地域の文化力を高める

　２月15日（日）には、講演会とギャラリートークも開催します。
コマヤスカンさんの絵本づくりのひみつのおはなしが聞けるチャンスです。お楽しみに！



　　一箱本棚 本と空間と人をつなぐ

　ビブリオバトル

「一箱本棚」活動を展開しています

亀山の木を使って図書館に飾る一箱本棚をつくろう
 ～ブックディレクターになりませんか～
「一箱本棚」の取り組みが図書館や書店、地域で広がっています。本箱を図書館に見立て、オーナーがテーマ
に関する本や推し本を数冊並べ、貸出しや販売を行います。本箱を本のイメージに合わせて装飾したり、本の
POPや推しグッズ、お店の情報などを置いてそれぞれの世界を表現します。このような方法で本を紹介するこ
とで、本を手にする人が増え、本を介して思いがけない交流も生まれます。
　令和7年11月に亀山木材産業協同組合青年部会ピノ木オの中野さんと中川さんに指導を受けて一箱本棚づく
りワークショップを行いました。

　ワークショップの参加者に創っていただいた本箱は、本と空間と人をつなぐ
「一箱本棚」活動に活用させていただいています。
　現在、１階展示コーナーで亀山ブランド事業者「なかの材木 株式会社」さん
の一箱本棚を展示中です。木に関するおすすめ本が並んでいます。ぜひご覧く
ださい。
　今後は地域へ持参して、本に触れていただく場所を広げて行きます。

本との出会いを広げ、コミュニケーションを育む
　読んだ本を誰かに紹介したいと思うことはありませんか？
　ビブリオバトルは、発表者が５分間の制限時間内で本について語り、発表を聞いた観覧者が一番読みたく
なった「本」に投票をしてチャンプ本を決める書評ゲームです。読書好きの人も、普段あまり本を読まない
人も楽しめるイベントです。令和７年10月にはワークショップを行い、発表のコツなどを学びました。
　初めての人も気軽に参加ください。見学のみの参加もお待ちしています。
　

と　き　令和8年1月25日（日）
　　　　午後３時～４時30分
定　員（発表者）小学生以上
　　　　 ５人（先着順）
※観覧は、どなたでもできます　（申込不要）ビブリオバトルワークショップ（令和７年１０月）

令和7年11月24日開催

　かめやま電子図書館は、スマートフォンやタブレット、パソコンを
使って、どこでも手軽に本を読むことができます。
「児童書読み放題パック」は、アクセス数に制限がなく、同時に何人
でも同じ読み物を読むことができるサービスです。
　学校との連携により、小中学校の児童生徒のタブレットでも利用す
ることができます。朝の読書の時間や調べ学習等に活用しています。

　【内容】
　・講談社　調べ学習　50点
　・角川つばさ文庫　人気シリーズ
　　朝読　50点

電子図書館 ⇒

学校と連携した読書活動推進電子図書館 児童書読み放題

ビブリオバトル

の
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キャンドルナイトコンサート 市域の文化力を高める

地域資料の収集と活用 地域文化の継承～図書館の機能強化～

キャンドルナイトコンサート～絵本と音楽でめぐる秋と冬～

②創立150周年の小学校の取り組みを紹介
　令和7年は、加太、神辺、野登、川崎小学校が創立150
周年を迎え、各学校で記念式典が開催されました。令和８
年にも創立100周年、150周年を迎える学校があります。
　子どもたちが取り組んだ地域学習の成果物などを図書で
展示し、校区外の人にも地域の魅力を紹介していきます。
　展示の日程は決まり次第、図書館ホームページや館内チ
ラシ等でご案内します。
　

③亀山市の民話や昔話を周知
　市内に伝わる民話や昔話はや過去の資料をボラン
ティア団体と協働で周知活動を行います。
　「関の地蔵と一休禅師」「関の小萬」「ヤマトタ
ケル」などおなじみのおはなしが集合します。
　正調鈴鹿馬子唄の披露もあります。

と　き　2月8日（日）　14:00～15:30
ところ　多目的室
出　演　関おはなしサークルたんぽぽの会
　　　　亀山絵本と童話の会
　　　　正調鈴鹿馬子唄保存会

　施設を有効活用し、文化芸術に気軽に触れる機会を提供していま
す。絵本コラボコンサートでは、壁面に画像を投影し、イメージ曲
に乗せて絵本の読み語りを行いました。「モチモチの木」のイメー
ジ曲は、市内在住の伊藤慶佑さんがこの日のために作曲してくれま
した。キャンドルの灯が揺らめく幻想的な雰囲気の中で、美しいメ
ロディーと絵本のハーモニーを楽しんでいただきました。
♪プログラム
「荒城の月」「モチモチの木」「Silence」「賢者のおくりの」
♪演奏
・アルトサックス　酒井 賢二さん　・フルート　安達 聡子さん
・クラリネット・ピアノ、楽曲の作曲・編曲　伊藤 慶佑さん

①地域で発行の資料を知ろう
　図書館では、まちづくり協議会など地域で発行し
ている資料を収集しています。これらは、まちの過
去、現在を知ることができ、まちの記録として将来
に役立つ貴重な資料です。
　地域資料に触れ、まちの魅力や資料の重要性を知
ってもらうために、地域資料の展示を行います。

　と　き　１月24日（土）～２月19日（木）
　ところ　３階テーマ展示コーナー
　内　容　地域まちづくり協議会等の発行物など
　
「昼生地区まちづくり協議会に注目！」
　令和7年11月に出張図書館で訪問した昼生地区
まちづくり協議会の取り組みにスポットをあてて
紹介します。

神辺小学校6年生地域の歴史調べ学習（令和7年夏）

地場産品のローソク（LEDキャンドル）で会場を演出

　 地域の情報を図書館へお寄せください
　
　まちの情報や昔の資料、地域で発行の資料を収集し
ています。
・市内の企業やお店のパンフレットやフリーペーパー
・まちの記録写真　
・鉄道写真　　など

発行　亀山市立図書館　
　　　亀山市御幸町318番地1
　　　TEL　0595-82-0542
　　　FAX   0595-82-0554
　　　https://www.city.kameyama.mie.jp/library/
　　　

地域資料展示

地域の民話や昔ばなしを楽しもう

令和7年11月30日開催


